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平成２８年７月 

第７２号 

 千倉地域づくり協議会『きずな』では、下記日程で地元産の旬の食材『さざえ』

を使用した料理教室を開催致します。 

 さざえの上手なむき方など、コツが学べますよ。 

 夏休みですので、親子・ご家族・お友達同士など、もちろんお一人も 

大歓迎です。たくさんのご参加お申し込みお待ちしております。  

◎日時：◎日時：８８月月1818日日((木木)) 
    １０時～１３時頃 

◎ 場所：千倉社会福祉センター◎ 場所：千倉社会福祉センター（高家神社境内）（高家神社境内） 

◎参加費：お一人◎参加費：お一人10001000円円（（食材費・保険料含む）食材費・保険料含む） 

              子ども無料子ども無料((中学生まで中学生まで)) 
◎持ち物：エプロン・三角巾◎持ち物：エプロン・三角巾  

 申し込み締切：８月１２日（金） 

 

南房総みんみんネット 検 索 

登録団体一覧：千倉地域づくり協議会『きずな』 

きずな通心は、インターネット上で が 

ご覧いただけます。 

千倉地域づくり協議会『きずな』 

     のFacebook 

新着情報や協議会の活動、地域の様子をお伝え 

するFacebookも開設しています。 

千倉地域づくり協議会『きずな』Facebook 検 索 

  メニュー 
 ・さざえカレー 
 ・ひじきサラダ 
 ・夏トマトの 

ゼリー寄せ 
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納涼       

8月１１日（木）～８月１２日（金）９：００ ～ １５：００ 

in 

                                        

                                       

お盆市 

たのくろ広場  

●お盆用品いろいろ●お花、枝もの●お米・地元農産物、加工品他いろいろ 

8月１１日（木）特別コーナーを設けて大サービス致します。 

＊フリーマーケット参加者募集（1区画1.5坪、1日５００円） 

６月２６日（日）瀬戸浜海岸付近の 
 美化活動を行いました。 

 ６月２６日（日）、千倉地域づくり協議会『きずな』主催

による瀬戸浜海岸付近の美化活動が行われました。当日はき

ずな会員はじめ、一般ボランティアの参加者が保健センター

に９時集合し、瀬戸浜海岸付近のゴミ拾い及び草刈を行いま

した。当日は祭礼前ということもあり、椎の木原地区による

美化活動も行われており、瀬戸浜付近の海岸通りには明るい

景観がよみがえりました。集まったゴミは７０キロ。毎年同

時期に行っている美化活動ですが、回を重ねる毎に着実にゴ

ミは減っています。美しい景観は、防犯意識の高まりにもつながります。きずなは今後もこ

のような活動を続けていきますので地域の方々のご協力をお願い致します。 

千倉海岸美化活動（ビーチクリーン活動）ですが、７月は朝夷商工会青年部主催のク

リーンキャンペーンが１０時から行われる関係で、開始を１０時に変更致しました。 

  

  
場 所：南千倉海岸 

    南千倉海岸監視所前に集合  

※ゴミ袋は用意します。手袋や飲み物は各自でご用意ください。    

      主催：千倉海岸美化推進委員会 

８月７日（日）９時～１３時 

８月開催日 

 

 ７月２日（土）・７月３日（日）、千倉夏祭りの中、荒磯魚見根神社（忽戸）にて県指定無形民俗

文化財の三番叟の舞が披露奉納されました。演者は翁役 山口虎太郎さん(千倉小4年)、千歳役 笠貫倖

生さん(千倉中2年)、三番叟役 堀江一希さん（千倉中3年）。  

 五穀豊穣を願い、受け継がれてきた三番叟の舞。笛と鼓、｢アンヤ  オンハ｣のかけ声に合わせ、5

月中旬から行われたという練習の成果により、荘厳で見事な舞が奉納されました。 

 三番叟は演じる子どもたちや地域の人々の努力により、面をはじめ各衣装や扇、鳴物などの諸道具

や神歌の一節一節にまで、大切に受け継がれてきた長い歴史の重さが込められています。 

＊三番叟（さんばそう） 

 三番叟は、日本の伝統芸能。式三番（能の翁）で、翁の舞に続いて舞う役、あるいはその舞事。三番叟の

舞は、揉（もみ）ノ段と鈴ノ段に分かれる。前半の揉ノ段は、面を付けず、足拍子を力強く踏み、軽快・活発

に舞う。後半の鈴ノ段は、黒式尉を付け、鈴を振りながら、荘重かつ注１飄逸（ひょういつ）に舞い五穀豊穣を

寿（ことほ）ぐといわれ、足拍子に農事にかかわる地固めの、鈴ノ段では種まきを思わせる所作があり、豊作

祈願の意図がうかがえる。式三番のうちでも、翁以上に後世の芸能に影響を与えた。（Wikipediaより抜粋） 

 ※注１ 飄逸：考え方や行動が世俗のわずらわしさにとらわれずのびのびしていること 

若者の象徴、千歳（せんざい）の舞 集落の長の象徴、翁（おきな）の舞 

千歳が三番叟に鈴を渡し退場する 農民の象徴、三番叟の舞はしだいに躍動感あふれる舞になっていく 

舞台上に面箱が運ばれ面が付けられる 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%9D%E7%B5%B1%E8%8A%B8%E8%83%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BC%8F%E4%B8%89%E7%95%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%83%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%BF%81_(%E8%83%BD)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%BF%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%88%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%88%9E%E4%BA%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%88%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%94%E7%A9%80%E8%B1%8A%E7%A9%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%B8%E8%83%BD

